
資料１

羽田空港発着容量の考え方について

１．羽田空港発着枠の現状

空港においては、Ａ滑走路は到着専用、Ｃ滑走路は出発専用を原則としてい（１）羽田

る。滑走路毎に離陸もしくは着陸が連続する場合の処理能力の現状は、次のとおり

となっている。

時 間 帯 出発回数 到着回数

７時～２１時台 ３２回／時 ２９回／時

（資料１参照） （資料２参照）

６時台 ３２回／時 ２６回／時

（環境に配慮）

２２時台 ３２回／時 ２６回／時

（環境に配慮）

（参考）

・平成１２年７月 １日・・・１時間当たり到着２６回

・平成１４年７月 １日・・・１時間当たり到着２８回

・平成１５年７月１８日・・・１時間当たり到着２９回


